
左岸部の主な調査の結果概要
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地質断面図（堰軸方向③）

P1 P2 P3
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○空洞内で確認された堆積物（Ｎ値３未満）は、流水によって空洞化した水みちに堆積した土砂と推測。
○P1-P3間の固定堰コンクリート下部に、厚さ２～３m程度、Ｎ値３～10相当の砂層が分布。
○P1堰柱下部の空洞及び空洞内で確認された堆積物（Ｎ値３未満）は、砂層がパイピングの流水により
流され、生じたものと想定される。

盛土

空洞/空洞内堆積物（Ｎ＜3）

砂 層（緩い、概ねN＜10）砂 層（緩い、概ねＮ＜10）

旧表土、埋没林

砂礫層（締り良い、概ねＮ＞10）

火山灰層

砂 層（比較的締り良い、概ねＮ＞10）

段丘堆積層

基盤岩
（花崗岩類、片麻岩）



想定矢板範囲

P2P1１

○堰軸直下の遮水矢板の設置範囲及び深度を確認するため、ボーリング孔にて磁気探査を実施。
【結果】
・№⑭ボーリング孔（斜孔）で、遮水矢板の設置左岸端と思われる反応。
・№⑮ボーリング孔で、想定岩盤線付近で遮水矢板の反応。
・№⑲ボーリング孔で、想定される矢板下端位置に比べて２ｍ短い位置で矢板下端の反応。

遮水矢板設置範囲図《磁気探査調査結果》

（凡例）

・・・磁気探査孔

・・・磁気探査斜孔

P1 P2

磁気探査概念図

矢板上端

矢板下端

平面図

正面図

矢板下端
矢板上端

（凡例）

磁気探査（想定矢板）

磁気探査範囲

推定岩盤線

13
00

0

11
30

062
00
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流入口形状図《水中３Ｄスキャナ調査結果》

○上流吸い込み口周辺にて音響センサーにより流入口形状を計測。
○流入口の形状は、Ｗ約5.8m×Ｈ約1.8m（空洞規模 A=8.1㎡）。

張コン

魚道

P1堰柱

洪水吐
堤体

遮水矢板

既設エプロン
崩壊ライン

崩壊したエプロンの形状

魚道

張コン

P1堰柱

洪水吐
堰体

EL21.0

点群平面

点群断面

EL27.5

約1.8m

約5.8m

空洞面積約8.1㎡（図測）

P1堰柱

固定堰

遮水矢板

遮水矢板

張コン

既設エプロン
崩落ライン

P1堰柱P2堰柱

6.5m

上流吸い込み口状況
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流出口形状図《水中３Ｄスキャナ調査結果》

○下流吐き出し口周辺にて音響センサーにより流出口形状を計測。
○下流エプロン下端部に３か所の空洞あり。

下流エプロン

陰のためデータ欠測

空洞①

空洞面積約4.3㎡（図測）

約1.8m

約1.8m
約2.3m

空洞面積約1.5㎡（図測）

空洞②

約1.0m

約1.1m

約1.9m

空洞③

空洞面積約2.2㎡（図測）

ブロックの影
となり欠測

約4.0m

約0.2m

約0.8m
約1.2m

陰のためデータ欠測

左岸
側

右岸
側

下流吹き出し口状況
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流入部水みち位置の確認《トレーサー試験調査結果》

○上流エプロン吸い込み口付近から色水を流し、流れ込む状況を確認。
○色水はP1方向へ流れ込み、約11分後に下流の流出口からの流出を確認。

Ｐ１方向に流れ込み Ｐ１方向に流れ込みＰ１方向に流れ込み

色水投入直後 投入後60秒 投入後150
秒

投入後240秒投入後30秒

トレーサー染料の
噴出開始位置

色水の吸込み開始
から約11分後に流
出を確認

色水の左岸側流出を
確認した約30秒後に
中央付近においても
噴出を確認

色水の噴出は左
岸側～中央部に
て確認された

吸い込み口

流出箇所

左岸

流向
色水投入状況
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